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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流入部が形成されたハウジングと、
　前記ハウジングの内部の一側に配置され、流入部を通じて前記ハウジングの内部に流入
される空気中の異物をろ過する第１フィルター部と、
　前記第１フィルター部の後段に配置され、前記第１フィルター部を通過した空気中の水
分を除去する除湿部と、
　前記除湿部の後段に配置され、前記第１フィルター部でろ過されない異物をろ過する第
２フィルター部と、
　前記第２フィルター部の後段に配置され、前記ハウジングの外部の空気を内部に流入さ
せた後、流出させる送風部と、
　水で前記除湿部を洗浄する際、前記送風部を駆動するモータに水が流入されることを防
止するために前記送風部の前段に備えられた水流入防止部と、を含み、
　前記水流入防止部は、前記第２フィルター部と前記送風部の間に形成された空間に配置
される山折と谷折が形成された蛇腹構造から構成されるか、または前記第２フィルター部
を引出した後、前記第２フィルター部が配置されていた位置に挿入されることができる閉
塞板で構成されることを特徴とする、除湿型空気清浄機。
【請求項２】
　前記除湿部は凝縮器及び蒸発器を含むことを特徴とする、請求項１に記載の除湿型空気
清浄機。
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【請求項３】
　前記凝縮器と蒸発器は高さ方向の上部と下部にそれぞれ設けられることを特徴とする、
請求項２に記載の除湿型空気清浄機。
【請求項４】
　前記凝縮器と前記蒸発器は一直線上に配置されることを特徴とする、請求項３に記載の
除湿型空気清浄機。
【請求項５】
　前記第２フィルター部は、臭いを除去するための脱臭フィルターと、流入された空気中
の微細粒子を除去するためのヘパ（ＨＥＰＡ）フィルターのうち少なくとも一つを含むこ
とを特徴とする、請求項１に記載の除湿型空気清浄機。
【請求項６】
　前記第１フィルター部または第２フィルター部は交換できるように着脱方式に形成され
、前記着脱方式は、側面、上面または下面を通じてスライド方式に設けられることを特徴
とする、請求項１から５の何れか１項に記載の除湿型空気清浄機。
【請求項７】
　前記第１フィルター部は、テルペンまたはプロポリスのうち少なくとも一つを含むフィ
ルターを備えることを特徴とする、請求項１に記載の除湿型空気清浄機。
【請求項８】
　流入部が形成されたハウジングと、
　前記ハウジングの内部に配置され、流入部を通じて前記ハウジングの内部に流入される
空気中の異物をろ過する第１フィルター部と、
　前記ハウジングの内部に配置され、前記ハウジングの内部に流入される空気中の水分を
除去する除湿部と、
　前記ハウジングの外部の空気を前記ハウジングの内部に流入させた後、流出させる送風
部と、
　前記ハウジングの内部に配置され、前記除湿部を殺菌させる殺菌部と、を含み、
　前記除湿部は前記第１フィルター部の後段に配置され、前記第１フィルター部を通過し
た空気中の水分を除去し、前記送風部は前記除湿部の後段に配置され、
　前記除湿部と前記送風部の間に形成された空間に配置され、前記第１フィルター部でろ
過されない異物をろ過する第２フィルター部と、
　水で前記除湿部を洗浄する際、前記送風部を駆動するモータに水が流入されることを防
止するために前記送風部の前段に備えられた水流入防止部と、をさらに含み、
　前記水流入防止部は、前記第２フィルター部と前記送風部の間に形成された空間に配置
される山折と谷折が形成された蛇腹構造から構成されるか、または前記第２フィルター部
を引出した後、前記第２フィルター部が配置されていた位置に挿入されることができる閉
塞板で構成されることを特徴とする、除湿型空気清浄機。
【請求項９】
　前記第１フィルター部または第２フィルター部は交換できるように着脱方式に形成され
、前記着脱方式は、側面、上面または下面にスライド方式に設けられることを特徴とする
、請求項８に記載の除湿型空気清浄機。
【請求項１０】
　前記殺菌部は、前記第１フィルター部と前記除湿部の間に形成された空間、または前記
第１フィルター部の前段に配置されることを特徴とする、請求項８に記載の除湿型空気清
浄機。
【請求項１１】
　前記殺菌部は交換できるように着脱方式に形成されることを特徴とする、請求項８に記
載の除湿型空気清浄機。
【請求項１２】
　前記殺菌部に備えられる殺菌物質は、テルペンまたはプロポリスのうち少なくとも一つ
を含むことを特徴とする、請求項８から１１の何れか１項に記載の除湿型空気清浄機。
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【請求項１３】
　前記殺菌部に含まれた殺菌物質が前記除湿部に円滑に移動できるように設けられる開閉
部をさらに含むことを特徴とする、請求項８に記載の除湿型空気清浄機。
【請求項１４】
　前記開閉部は、前記除湿部の除湿機能の作動時には閉じられており、前記除湿部の除湿
機能の終了時には開かれるように設けられることを特徴とする、請求項１３に記載の除湿
型空気清浄機。
【請求項１５】
　前記第１フィルター部は、テルペンまたはプロポリスのうち少なくとも一つを含むフィ
ルターを備えることを特徴とする、請求項８に記載の除湿型空気清浄機。
【請求項１６】
　前記除湿部の作動終了時にも、前記送風部が所定時間稼動して前記除湿部を乾燥させる
ように設けられることを特徴とする、請求項８に記載の除湿型空気清浄機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は除湿型空気清浄機に関し、より詳細には、空気清浄効果を増大させながら、装
置の全体体積を減少できるだけでなく、細菌が多く繁殖し得る除湿部を殺菌してきれいな
空気を室内に排出させることができる除湿型空気清浄機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、空気清浄機は、汚染された室内空気を吸い込んで空気に含まれている埃、臭い粒
子などをフィルターでろ過し、吸い込んだ空気をきれいな空気に浄化させる装置である。
このように浄化された空気が空気清浄機の外部、即ち、室内に再び吐出される。
【０００３】
　即ち、空気清浄機は、汚染された周囲の空気を吸い込んで浄化した後、きれいな空気を
外部に吐出して周囲の空気を浄化させるための装置である。
【０００４】
　そのために、空気清浄機は周囲の空気を流入させて浄化した空気を吐出するための送風
装置、及び流入された空気に含まれている埃、臭い粒子などをろ過するフィルターを備え
ることができる。
【０００５】
　しかし、空気清浄機は、周囲の空気を流入させて浄化した後、浄化された空気を吐出す
るだけで、流入される空気に含まれている水分は除去できない。
【０００６】
　そのため、夏のように湿度の高い状態で空気清浄機が駆動すると、空気中に含まれてい
る水分が脱臭フィルターなどに伝達されて、その表面に付着することがあり、これにより
、脱臭フィルターの性能が低下する。
【０００７】
　即ち、脱臭フィルターの表面に水分が付着すると、このような水分が空気中の汚染物質
と絡まるようになる。
【０００８】
　これにより、フィルターの汚染度が増加したり、フィルターの気孔を塞いで、フィルタ
ーの送風効率が低下する。このような現象はフィルターの交換周期及び寿命を短縮させる
という問題がある。
【０００９】
　これを解決すべく、最近では、空気清浄機の内部に除湿部を設けて、除湿と同時に空気
清浄を行う空気清浄機が使用されている。
【００１０】
　ここで、従来の除湿機能を備えた空気清浄機は、フィルターを通過した空気が除湿部を
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通過しながら空気浄化と水分除去をする。
【００１１】
　しかし、除湿部に含まれる蒸発器は空気中の水分が凝結して付着された状態であるため
、空気清浄機を使用し続けると、各種の細菌が蒸発器に繁殖し、該蒸発器を通過する空気
が各種の細菌や臭い粒子を含んだ状態で室内に吐出されるという問題点があった。
【００１２】
　また、従来の除湿機能を備えた空気清浄機の除湿部は、蒸発器と凝縮器が順に配置され
るため、空気清浄機の内部で横方向に占める空間が増大して空気清浄機の全体体積も相対
的に増加するという短所があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明による除湿型空気清浄機は、上述した従来の問題点を解決するために導出された
もので、下記のような課題を解決することを目的とする。
【００１４】
　本発明は、一側面として、除湿部を通過した空気中に含まれた細菌や臭い粒子をさらに
ろ過して室内に流出させることができる除湿型空気清浄機を提供することを目的とする。
【００１５】
　また、本発明は、一側面として、凝縮器と蒸発器の配置を変えて空気清浄機の全体体積
を相対的に減少させることができる除湿型空気清浄機を提供することを目的とする。
【００１６】
　また、本発明は、一側面として、除湿部に生息する細菌または除湿部に発生し得る臭い
粒子等を除去することができる除湿型空気清浄機を提供することを目的とする。
【００１７】
　本発明の解決課題は、上述したものに限らず、上述していない他の解決課題は以下の記
載から当業者に明確に理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の一実施例による除湿型空気清浄機は、流入部が形成されたハウジングと、上記
ハウジングの内部の一側に配置され、流入部を通じて上記ハウジングの内部に流入される
空気中の異物をろ過する第１フィルター部と、上記第１フィルター部の後段に配置され、
上記第１フィルター部を通過した空気中の水分を除去する除湿部と、上記除湿部の後段に
配置され、上記第１フィルター部でろ過されない異物をろ過する第２フィルター部と、上
記第２フィルター部の後段に配置され、上記ハウジングの外部の空気を内部に流入させた
後、流出させる送風部と、を含んでもよい。
【００１９】
　上記除湿部は、凝縮器及び蒸発器を含んでもよい。
【００２０】
　上記凝縮器と蒸発器は、高さ方向の上部と下部にそれぞれ設けられてもよい。
【００２１】
　上記凝縮器と上記蒸発器は、一直線上に配置されてもよい。
【００２２】
　上記第２フィルター部は、臭いを除去するための脱臭フィルターと、流入された空気中
の微細粒子を除去するためのヘパ（ＨＥＰＡ）フィルターのうち少なくとも一つを含んで
もよい。
【００２３】
　上記第１フィルター部または第２フィルター部は交換できるように着脱方式に形成され
、上記着脱方式は側面、または上下面を通じてスライド方式に設けられてもよい。
【００２４】
　水で上記除湿部を洗浄する際、上記送風部を駆動するモータに水が流入されることを防
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止するために上記送風部の前段に水流入防止部が備えられてもよい。
【００２５】
　上記水流入防止部は山折と谷折が繰り返された蛇腹構造からなり、上記第２フィルター
部と上記送風部の間に形成された空間に配置されてもよい。
【００２６】
　上記第２フィルター部を分離した後、上記第２フィルター部が配置されていた位置に閉
塞板で形成される水流入防止部を挿入して、水で上記除湿部を洗浄してもよい。
【００２７】
　本発明の他の実施例による除湿型空気清浄機は、流入部が形成されたハウジングと、上
記ハウジングの内部に配置され、流入部を通じて上記ハウジングの内部に流入される空気
中の異物をろ過する第１フィルター部と、上記ハウジングの内部に配置され、上記ハウジ
ングの内部に流入される空気中の水分を除去する除湿部と、上記ハウジングの外部の空気
を上記ハウジングの内部に流入させた後、流出させる送風部と、上記ハウジングの内部に
配置され、上記除湿部を殺菌させる殺菌部と、を含んでもよい。
【００２８】
　上記除湿部は上記第１フィルター部の後段に配置され、上記第１フィルター部を通過し
た空気中の水分を除去し、上記送風部は上記除湿部の後段に配置されてもよい。
【００２９】
　上記除湿部と上記送風部の間に形成された空間に配置され、上記第１フィルター部でろ
過されない異物をろ過する第２フィルター部をさらに含んでもよい。
【００３０】
　上記第１フィルター部または第２フィルター部は交換できるように着脱方式に形成され
、上記着脱方式は側面、上面または下面にスライド方式に設けられてもよい。
【００３１】
　上記殺菌部は、上記第１フィルター部と上記除湿部の間に形成された空間、または上記
第１フィルター部の前段に配置されてもよい。
【００３２】
　上記殺菌部は交換できるように着脱方式に形成されてもよい。
【００３３】
　上記殺菌部に備えられる殺菌物質は、テルペンまたはプロポリスのうち少なくとも一つ
を含んでもよい。
【００３４】
　上記殺菌部に含まれた殺菌物質が上記除湿部に円滑に移動できるように設けられる開閉
部をさらに含んでもよい。
【００３５】
　上記開閉部は、上記除湿部の除湿機能の作動時には閉じられており、上記除湿部の除湿
機能の終了時には開かれるように設けられてもよい。
【００３６】
　上記第１フィルター部は、テルペンまたはプロポリスのうち少なくとも一つを含むフィ
ルターを備えてもよい。
【００３７】
　上記除湿部の作動終了時にも、上記送風部が所定時間稼動して上記除湿部を乾燥させる
ように設けられてもよい。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明の実施例による除湿型空気清浄機は、下記のような効果のうち少なくとも一部を
有する。
【００３９】
　本発明の一実施例による除湿型空気清浄機は、除湿部の前方に第２フィルター部を配置
して、除湿部を通過した空気中に含まれた細菌や臭い粒子が第２フィルター部でさらにろ
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過されて清浄空気を室内に流出させることができる。
【００４０】
　また、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機は、除湿部に含まれる凝縮器と蒸発器
を上下に配置して、空気清浄機の内部で凝縮器と蒸発器が占める空間を減らすことができ
、これにより、空気清浄機の全体体積を相対的に減少させることができる。
【００４１】
　また、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機は、ハウジングに挿入可能に設けられ
る取っ手が形成されて、他の場所に容易に運搬できる。
【００４２】
　また、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機は、水流入防止部が設けられて、水で
除湿部を洗浄する際、モータに水が流入することを防止することができる。
【００４３】
　また、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機は、風量の高い送風ファンを使用し回
転速度を低減させて、送風部で発生し得る騒音を低減させることができる。
【００４４】
また、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機は、除湿部を殺菌するための殺菌部をハ
ウジングの内部に配置して、除湿部に生息する細菌または除湿部に発生し得る臭い粒子等
を除去することができる。
【００４５】
　本発明の効果は、上述したものに限定されず、上述していない他の効果は下記の記載か
ら当業者に明確に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の一実施例による除湿型空気清浄機の内部斜視図である。
【図２】本発明の一実施例による除湿型空気清浄機の側断面図である。
【図３】本発明の一実施例による除湿型空気清浄機の側断面図である。
【図４】本発明の一実施例による除湿型空気清浄機の背面斜視図である。
【図５】本発明の一実施例による除湿型空気清浄機のうち、第１フィルター部と第２フィ
ルター部が分離される構造を示した斜視図である。
【図６】本発明の一実施例による除湿型空気清浄機の取っ手部の一実施例を示したもので
ある。
【図７】本発明の一実施例による除湿型空気清浄機の取っ手部の他の実施例を示したもの
である。
【図８】本発明の一実施例による除湿型空気清浄機の水流入防止部の一実施例である。
【図９】本発明の一実施例による除湿型空気清浄機の水流入防止部の他の実施例である。
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　本明細書で用いられる用語において、単数の表現は文脈上明らかに異なって解釈されな
い限り、複数の表現を含むものと理解すべきであり、「含む」、「備える」、「有する」
などの用語は、説示した特徴、個数、段階、動作、構成要素、部分品またはこれらを組み
合わせたものが存在することを意味し、一つまたはそれ以上の他の特徴、個数、段階、動
作、構成要素、部分品またはこれらを組み合わせたものの存在または付加可能性は排除し
ないものと理解すべきである。
【００４８】
　以下、図面を参照して、除湿型空気清浄機１０００について具体的に説明する。
【００４９】
　図２または図６を参照すると、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、
流入部１１０が形成されたハウジング１００を含んでもよい。
【００５０】
　また、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、上記ハウジング１００の
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内部の一側に配置され、流入部１１０を介して上記ハウジング１００の内部に流入される
空気中の異物をろ過する第１フィルター部２００を含んでもよい。
【００５１】
　また、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、上記第１フィルター部２
００の後段に配置され、上記第１フィルター部２００を通過した空気中の水分を除去する
除湿部３００を含んでもよい。
【００５２】
　また、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、上記除湿部３００の後段
に配置され、上記第１フィルター部２００でろ過されない異物をろ過する第２フィルター
部４００を含んでもよい。
【００５３】
　また、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、上記第２フィルター部４
００の後段に配置され、上記ハウジング１００の外部の空気を内部に流入させた後、流出
させる送風部５００を含んでもよい。
【００５４】
　一方、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、上記ハウジング１００の
内部のうち送風部５００が配置された部分が上記ハウジング１００の後段に該当するとの
前提で、発明について詳細に説明する。
【００５５】
　但し、前段と後段は、説明の便宜のためのものであり、本発明の一実施例による除湿型
空気清浄機１０００はこれに限定されない。
【００５６】
　以下、実施例による構成別に詳細に説明する。
【００５７】
［第１実施例］
　本発明の第１実施例による除湿型空気清浄機１０００は、除湿部３００とフィルター部
２００、４００の配置により、除湿部３００を通過した空気中に含まれた細菌や臭い粒子
をさらにろ過できる上、空気清浄機の全体体積を相対的に減少させることができる除湿型
空気清浄機１０００に関する。
【００５８】
　図２を参照すると、除湿部３００は、上記第１フィルター部２００の後段に配置され、
上記第１フィルター部２００を通過した空気中の水分を除去するために設けられる。
【００５９】
　通常、フィルターは、湿度の高い環境で性能が低下するという短所があるが、本発明の
一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、第２フィルター部４００の前段に上記除湿
部３００が配置されて空気中の水分を除去するため、フィルターの性能低下を補うことが
できる。
【００６０】
　そして、上記除湿部３００は、通常の冷凍サイクルを構成する圧縮機３３０、凝縮器３
１０、膨張弁（または毛細管）及び蒸発器３２０を含んでもよい。
【００６１】
　ここで、上記除湿部３００を構成する凝縮器３１０と蒸発器３２０は、高さ方向の上部
及び下部にそれぞれ設けられてもよく、また、上記凝縮器３１０と蒸発器３２０が高さ方
向の一直線上の上部と下部にそれぞれ設けられてもよい。
【００６２】
　これにより、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、空気清浄機の内部
で凝縮器３１０と蒸発器３２０が占める空間を減らすことができ、これにより、空気清浄
機の全体体積を比較的に減少させることができる。
【００６３】
　従来の除湿機は、除湿型空気清浄機１０００に比べて風量の少ない換気ファンを使用し
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ており相対的に熱交換効率が低いため、凝縮器３１０と蒸発器３２０の容量を大きくして
空気の流動方向に沿って一列に配置していた。
【００６４】
　従って、従来の除湿機は、相対的に全体体積が増加するという短所があった。
【００６５】
　しかし、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、従来の除湿機に比べて
相対的に風量の高い換気ファンを使用することができるため、凝縮器３１０と蒸発器３２
０の容量を減少させても従来の除湿機と略同等の効能を有することができる。
【００６６】
　そのため、上記凝縮器３１０と上記蒸発器３２０を上下に配置して除湿型空気清浄機１
０００の全体体積は減少させながらも、除湿性能は保持できるという長所がある。
【００６７】
　一方、上記凝縮器３１０と上記蒸発器３２０には、熱効率を増加させるための様々な形
状のピンが複数備えられてもよい。
【００６８】
　また、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、風量の高い換気ファンを
使用することができるため、回転速度を低減させることができ、これにより、送風部５０
０で発生し得る騒音を減らすことができる。
【００６９】
　ここで、上記凝縮器３１０と蒸発器３２０は高さ方向の上部と下部に配置されるのであ
れば、その配置順は何れであってもよい。
【００７０】
　即ち、上記凝縮器３１０が上部、上記蒸発器３２０が下部に配置されてもよく、上記凝
縮器３１０が下部、上記蒸発器３２０が上部に配置されてもよい。
【００７１】
　一方、上記除湿部３００を構成する凝縮器３１０と蒸発器３２０は、図３に示されたよ
うに、長さ方向、即ち、空気の流動方向に沿って一列に配置されてもよい。
【００７２】
　図２を参照すると、第２フィルター部４００は、上記除湿部３００の後段に配置され、
上記第１フィルター部２００でろ過されない異物をろ過するために設けられる。また、上
記第２フィルター部４００は、上記除湿部３００で発生し得る各種の細菌や臭い粒子をろ
過するために設けられる。
【００７３】
　即ち、上記蒸発器３２０の表面には、大気中に存在する水分が凝結して付着しているた
め、除湿型空気清浄機１０００を使用し続けて所定の時間が経過すると、各種の細菌が繁
殖し得て、また、臭い粒子などの微細粒子がともに付着し得る。
【００７４】
　このような状態で、上記ハウジング１００の内部に流入した空気が上記蒸発器３２０を
経て室内に吐出されると、上記蒸発器３２０に存在する各種の細菌や臭い粒子を含む微細
粒子が室内に吐出されるという問題がある。
【００７５】
　しかし、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、上記除湿部３００の後
段に第２フィルター部４００を配置して、上記第１フィルター部２００でろ過されない異
物だけでなく、上記除湿部３００に存在していた各種の細菌や臭い粒子を含む微細粒子を
ろ過することができるようになる。
【００７６】
　これにより、上記除湿部３００の前段のみにフィルター部が配置された従来の除湿型空
気清浄機に比べて、よりきれいに浄化された空気を室内に吐出させることができる。
【００７７】
　ここで、上記第２フィルター部４００は、臭いを除去するための脱臭フィルター４１０
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と、流入された空気中の微細粒子を除去するためのヘパ（ＨＥＰＡ）フィルター４２０の
うち少なくとも一つを含んでもよい。
【００７８】
　また、上記第２フィルター部４００は、微細粒子を除去することができる様々な他のフ
ィルターを含んで構成されてもよいことは言うまでもない。
【００７９】
一方、上記第２フィルター部４００は、交換できるように着脱方式に形成されてもよい。
ここで、上記第２フィルター部４００は様々な方法で交換でき、図４及び図５に示された
ように、側面を通じてスライド方式で交換してもよい。
【００８０】
　または、上記第２フィルター部４００は、上面または下面を通じてスライド方式で交換
できるように設けられてもよい。
【００８１】
　図２または図６を参照すると、ハウジング１００は、流入部１１０が形成されており、
第１フィルター部２００、除湿部３００、第２フィルター部４００及び送風部５００が内
部に配置されてもよい。
【００８２】
　上記ハウジング１００には、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００の電源
作動のためのスイッチや風量調整のためのスイッチなど、各種スイッチが設置されてもよ
い。
【００８３】
　一方、上記ハウジング１００の上部には、移動時の利便性のために、取っ手部６００が
形成されてもよい。
【００８４】
　ここで、上記取っ手部６００は、手で掴むことができる把持部６１０と、上記把持部６
１０に連結されて上記ハウジング１００に挿入可能に形成される一対の挿入部６２０から
なってもよい。
【００８５】
　上記把持部６１０は、図６または図７に示されたように、手で掴むことができる長さ方
向の部材で形成されてもよい。ここで、上記把持部６１０の側端面は四角形または円形で
あってもよい。
【００８６】
　そして、上記把持部６１０の両端部には一対の上記挿入部６２０がそれぞれ連結されて
おり、上記挿入部６２０は上記ハウジング１００に形成された溝に結合されて上記ハウジ
ング１００に挿入可能に設けられる。
【００８７】
　本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００が所定の位置に配置された後には、
上記取っ手部６００を上記ハウジング１００の内部に挿入して空間を占める体積を減少さ
せることができる。
【００８８】
　一方、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００を他の位置に移動させるとき
は、上記取っ手部６００を上記ハウジング１００の外部に引出して、上記取っ手部６００
を掴んで除湿型空気清浄機１０００を容易に移動させることができる。
【００８９】
　ここで、上記挿入部６２０は、押すことによって挿入及び引出できるプッシュラッチ（
Ｐｕｓｈ　Ｌａｔｃｈ）式に形成されてもよい。
【００９０】
　ここで、上記挿入部６２０にはバネが備えられているため、上記取っ手部６００の引出
が可能となる。
【００９１】
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　また、上記挿入部６２０の一側にはストッパーが備えられているため、上記ハウジング
１００から上記挿入部６２０の全体が引き出されることを防止する。
【００９２】
　一方、プッシュラッチ（Ｐｕｓｈ　Ｌａｔｃｈ）式は、押すことによって挿入及び引出
が行われる全ての公知の技術を含んでもよい。
【００９３】
　ここで、上記挿入部６２０は一対に設けられて、上記把持部６１０の両端部にそれぞれ
結合されてもよい。
【００９４】
　また、一対に形成される上記挿入部６２０には、図７に示されたように、上記挿入部６
２０が上記ハウジング１００に挿入されて固定されるように突起６２２が形成され、ハウ
ジング１００には上記突起６２２に結合される突起掛け６２４が形成されてもよい。
【００９５】
　ここで、上記挿入部６２０に形成された上記突起６２２は、矢印状で複数形成され、複
数の上記突起６２２は枝分かれ状に設けられてもよい。また、上記突起６２２は弾性を有
する材質で形成されてもよい。
【００９６】
　そして、上記突起掛け６２４は、断面の大きさが変化するように形成されてもよい（図
７参照）。
【００９７】
　即ち、上記ハウジング１００の上部に上記挿入部６２０が挿入される溝が形成され、上
記溝の内部には断面のサイズが変化する突起掛け６２４が設置されている。
【００９８】
　ここで、上記突起６２２が上記突起掛け６２４の断面が変化する部分を通過した後、突
起６２２が弾性作用により両側に広がることで、矢印状に形成された突起６２２が上記突
起掛け６２４に引っ掛かるように設けられてもよい。
【００９９】
　これにより、上記取っ手部６００は、上記ハウジング１００に挿入されて保持されるこ
とができる。
【０１００】
　一方、上記取っ手部６００の把持部６１０を掴み、強い力が瞬間的に上方に作用すると
、上記突起掛け６２４に引っ掛かっていた上記突起６２２が外れて上記取っ手部６００は
引出される。
【０１０１】
　図８または図９を参照すると、水流入防止部７００は、水で上記除湿部３００を洗浄す
るときに上記モータに水が流入することを防止するために上記送風部５００の前段に備え
られてもよい。
【０１０２】
　上記除湿部３００の蒸発器３２０の表面には、上述したように、大気中に存在する水分
が凝結して付着されているため、各種の細菌が繁殖し得て、また、臭い粒子などの微細粒
子が存在し得る。
【０１０３】
　従って、上記除湿部３００は、所定期間使用した後、各種の細菌や臭い粒子、多様な微
細粒子及び埃を除去するために清掃を行うことが好ましい。
【０１０４】
　ここで、上記第１フィルター部２００を分離して、上記除湿部３００に水をかけて清掃
する場合、上記除湿部３００を洗浄した水が送風ファンを駆動するモータに流入されて故
障の原因となり得る。
【０１０５】
　そのため、上記送風部５００の前段に水流入防止部７００を備えて上記除湿部３００の
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清掃時にもモータに水が流入されないようにしてもよい。
【０１０６】
　ここで、上記水流入防止部７００は、山折と谷折が繰り返される蛇腹構造７１０に形成
されてもよい。この場合、上記蛇腹構造７１０の水流入防止部７００は、上記第２フィル
ター部４００と上記送風部５００の間に形成された空間に配置されてもよい。
【０１０７】
　または、上記除湿部３００と上記第２フィルター部４００の間に形成された空間に配置
されもよい。
【０１０８】
　特に、上記蛇腹構造７１０の水流入防止部７００は、図８に示されたように、第２フィ
ルター部４００の前段にカーテン式構造で連結されて、上記除湿部３００の清掃時にはカ
ーテンを開けるように上記蛇腹構造７１０の水流入防止部７００を広げてモータへの水流
入を防止する。
【０１０９】
　そして、上記除湿部３００の清掃が終了した後には、カーテンを閉めるように上記蛇腹
構造７１０の水流入防止部７００を畳む。
【０１１０】
　これにより、水で上記除湿部３００を清掃する場合にも、モータへの水流入を防止する
ことができる。
【０１１１】
　また、上記水流入防止部７００は、図９に示されたように、閉塞板７２０で形成されて
もよい。この場合、上記閉塞板７２０で形成される水流入防止部７００は、上記第２フィ
ルター部４００を引出した後、上記第２フィルター部４００が配置されていた位置に挿入
されることができる。
【０１１２】
　即ち、上記第２フィルター部４００は着脱可能に設けられるため、上記第２フィルター
部４００をスライド方式などで引出した後、上記第２フィルター部４００が配置されてい
た位置に上記閉塞板７２０を挿入する（図９参照）。
【０１１３】
　これにより、清掃の際、上記除湿部３００を洗った水が上記閉塞板７２０により遮断さ
れてモータに流入されない。
【０１１４】
　図２を参照すると、第１フィルター部２００は、上記ハウジング１００の内部の一側に
配置され、流入部１１０を介して上記ハウジング１００の内部に流入される空気中の異物
をろ過するために設けられる。
【０１１５】
　ここで、上記第１フィルター部２００は、空気清浄機で通常用いられる様々なフィルタ
ーからなってもよく、また、上記第１フィルター部２００は交換できるように着脱方式に
設けられてもよい。
【０１１６】
　そして、上記第１フィルター部２００は、上記ハウジング１００に、嵌め込み溝と嵌め
込み突起により着脱可能に設けられてもよく、側面、上面または下面からスライド方式で
着脱可能に設けられてもよい。
【０１１７】
　また、上記第１フィルター部２００は殺菌物質を含み、殺菌物質が上記除湿部３００と
第２フィルター部４００を殺菌するようにしてもよい。
【０１１８】
　ここで、殺菌物質は、テルペンまたはプロポリスのうち少なくとも一つを含んでもよい
。但し、殺菌物質はこれに限定されず、殺菌機能を有する様々な物質が含まれてもよい。
【０１１９】
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　図１または図２を参照すると、送風部５００は、第２フィルター部４００の後段に配置
され、ハウジング１００の外部の空気を内部に流入させた後、流出させるように設けられ
る。
【０１２０】
　ここで、上記送風部５００は様々な方式で設けられてもよく、図１または図２に示され
たように、送風ファン及び送風ファンを駆動するモータからなってもよい。
【０１２１】
　以下、除湿型空気清浄機１０００の作用及び効果について説明する。
【０１２２】
　まず、図２を参照すると、上記第１フィルター部２００の後段に除湿部３００が配置さ
れ、上記除湿部３００の後段に第２フィルター部４００が配置される。
【０１２３】
　これにより、上記除湿部３００で発生し得る各種の細菌や臭い粒子を含む微細粒子が、
上記第２フィルター部４００でろ過され、よりきれいな空気が室内に吐出されることがで
きる。
【０１２４】
　次に、上記除湿部３００の構成のうち凝縮器３１０と蒸発器３２０は、高さ方向の上部
と下部に配置されてもよく、これにより、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０
００の全体体積を減少させ、よりスリムな除湿型空気清浄機１０００の製造が可能となる
。
【０１２５】
　次いで、上記送風部５００の前段には、蛇腹構造７１０または閉塞板７２０で形成され
る水流入防止部７００が配置されてもよく、これにより、水で上記除湿部３００を清掃す
る場合、モータへの水流入を防止することができる。
【０１２６】
　以下、上記ハウジング１００に様々な方式で設けられる取っ手部６００が形成され、本
発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００を他の場所に容易に移動させることがで
きる。
【０１２７】
［第２実施例］
　本発明の第２実施例による除湿型空気清浄機１０００は、ハウジング１００の内部に殺
菌部８００が配置されて、除湿部３００に生息する細菌または除湿部３００に発生し得る
臭い粒子等を除去することができる除湿型空気清浄機１０００に関する。
【０１２８】
　但し、上述した第１実施例と共通する構成及び作用効果に対する説明は、第１実施例の
説明に代える。
【０１２９】
　図２を参照すると、殺菌部８００は、ハウジング１００の内部に配置されて除湿部３０
０を殺菌するために設けられる。
【０１３０】
　ここで、上記殺菌部８００に備えられる殺菌物質は、テルペンまたはプロポリスのうち
少なくとも一つを含んでもよい。但し、上記殺菌物質はこれに限定されず、殺菌機能を有
する様々な物質を含んでもよい。
【０１３１】
　即ち、上記殺菌物質が、後述するように、除湿部３００に発生し得る各種の細菌の生成
及び臭い粒子の生成を抑制し、既に発生した細菌及び臭い粒子を除去する。
【０１３２】
　上記殺菌部８００に備えられる殺菌物質が上記除湿部３００を殺菌するためには、殺菌
物質が上記除湿部３００に容易に流入されなければならない。
【０１３３】
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　従って、上記殺菌部８００は、上記除湿部３００に近接して配置されることができる。
ここで、上記殺菌部８００は、第１フィルター部２００と除湿部３００の間に形成された
空間に配置されてもよく、図２に示されたように、上記第１フィルター部２００と上記除
湿部３００の間の上部に配置されてもよい。
【０１３４】
　即ち、上記殺菌部８００が上記第１フィルター部２００と上記除湿部３００の間の上部
に配置されると、重力により上記殺菌物質が上部から下部に移動した後、上記除湿部３０
０に容易に流入されるため、上記除湿部３００の殺菌が可能となる。
【０１３５】
　そして、上記殺菌部８００は、上記ハウジング１００の内部で上記第１フィルター部２
００の前段に配置されてもよい。
【０１３６】
　一方、上記殺菌部８００は、使用時間が経過するにつれて殺菌物質が減少するため、交
換可能に設けられる。ここで、上記殺菌部８００は様々な方式で交換可能であり、着脱方
式で交換できるように設けられてもよい。
【０１３７】
　一方、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００が稼動するとき、即ち、送風
部５００が動作するときには、ハウジング１００に流入される空気の流量と流速が増大す
るため、上記殺菌物質はより早く減少する。
【０１３８】
　従って、上記送風部５００が動作するときには、殺菌物質が上記除湿部３００に流入さ
れないように防止し、上記の送風部５００の動作が停止したときには、殺菌物質が上記除
湿部３００に流入されるように調整する必要がある。
【０１３９】
　ここで、図２を参照すると、開閉部９００は、上記殺菌部８００に含まれた殺菌物質が
上記除湿部３００に円滑に移動されるように設けられ、これにより、殺菌物質が上記除湿
部３００に流入される速度の調節が可能となる。
【０１４０】
　そして、上記開閉部９００は、除湿部３００の除湿機能が作動するときには閉められて
おり、上記除湿部３００の除湿機能が終了したときには開かれるように設けられてもよい
。
【０１４１】
　但し、これに限定されず、必要に応じて、上記送風部５００が動作するときにも、上記
開閉部９００が開かれているように調節することもできる。
【０１４２】
　そして、上記開閉部９００は多様に形成されてもよく、開閉調節弁からなってもよい。
【０１４３】
　一方、上記送風部５００の動作有無に応じて、上記開閉部９００の開閉を調節する制御
部（不図示）がさらに備えられてもよい。
【０１４４】
　図２または図６を参照すると、ハウジング１００には流入部１１０が形成されており、
第１フィルター部２００、除湿部３００、送風部５００及び殺菌部８００が内部に配置さ
れてもよく、また、第２フィルター部４００が備えられる場合には、上記第２フィルター
部４００も上記ハウジング１００の内部に配置されることができる。
【０１４５】
　一方、上記ハウジング１００に設けられる各種のスイッチ及び取っ手部６００等に関す
る説明、及び水流入防止部７００に関する説明は、第１実施例の説明に代える。
【０１４６】
　図２を参照すると、除湿部３００はハウジング１００の内部に配置され、ハウジング１
００の内部に流入される空気中の水分を除去するために設けられる。
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【０１４７】
　ここで、上記除湿部３００は、上記ハウジング１００の内部の様々な空間に配置するこ
とができ、特に、上記第１フィルター部２００の後段に配置されることができる。この場
合、上記除湿部３００の後段には送風部５００が配置されることができる。
【０１４８】
　ここで、上記除湿部３００に関する説明も第１実施例の説明に代える。
【０１４９】
　また、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、フィルター部と除湿部３
００を備えた様々な種類の除湿型空気清浄機に使用されることができる。
【０１５０】
　図２を参照すると、本発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００は、第２フィル
ター部４００を含んでもよい。
【０１５１】
　ここで、上記第２フィルター部４００が含まれる場合、上記第２フィルター部４００は
、上記除湿部３００と上記送風部５００の間に形成された空間に配置されることができる
。
【０１５２】
　即ち、上記第１フィルター部２００の後段に上記除湿部３００が配置され、上記除湿部
３００の後段に上記第２フィルター部４００が配置され、上記第２フィルター部４００の
後段に上記送風部５００が配置されてもよい。
【０１５３】
　ここで、上記第２フィルター部４００は、上記第１フィルター部２００でろ過されない
異物をろ過するために設けられる。また、上記第２フィルター部４００は、上記除湿部３
００で発生し得る各種の細菌や臭い粒子をろ過するために設けられる。
【０１５４】
　一方、上記第２フィルター部４００の作用及び効果に関する説明は、第１実施例の説明
に代える。
【０１５５】
　図１または図２を参照すると、送風部５００は、上記ハウジング１００の外部の空気を
上記ハウジング１００内部に流入させた後、流出させるために設けられる。
【０１５６】
　ここで、上記送風部５００は、上記除湿部３００の後段に配置されてもよく、特に、本
発明の一実施例による除湿型空気清浄機１０００が第２フィルター部４００を含む場合、
上記送風部５００は、上記第２フィルター部４００の後段に配置されることができる。
【０１５７】
　一方、上述したように、上記除湿部３００の蒸発器３２０には、水分が凝結して付着さ
れているため、各種の細菌が繁殖することができる。
【０１５８】
　ここで、上記送風部５００は、上記除湿部３００の動作が終了した後にも、所定時間稼
動し続けられて、上記除湿部３００を乾燥させることができる。
【０１５９】
　これにより、各種の細菌や臭い粒子が上記除湿部３００に発生することを防止すること
ができる。
【０１６０】
　本発明の明細書、本実施例及び添付の図面は、本発明に含まれる技術的思想の一部を明
確に示しているものに過ぎず、本発明の明細書及び図面に含まれる技術的思想の範囲内で
当業者が容易に類推できる変形例と具体的な実施例はすべて本発明の権利範囲に含まれる
ことは自明である。
【符号の説明】
【０１６１】
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１００　ハウジング
１１０　流入部
２００　第１フィルター部
３００　除湿部
３１０　凝縮器
３２０　蒸発器
３３０　圧縮機
４００　第２フィルター部
４１０　脱臭フィルター
４２０　ヘパフィルター
５００　送風部
６００　取っ手部
６１０　把持部
６２０　挿入部
６２２　突起
６２４　突起掛け
７００　水流入防止部
７１０　蛇腹構造
７２０　閉塞板
８００　殺菌部
９００　開閉部
１０００　除湿型空気清浄機
 

【図１】 【図２】
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